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平成 25 年 9 月 25 日 

各      位 
 

 

会 社 名 日 本 フ イ ル コ ン 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 渡邉 岳敏 

（コード ５９４２ 東証第１部） 

問合せ先 取締役企画財務部長 齋藤 芳治 

（TEL. ０４２－３７７－５７１１） 

 

 

共同出資による合弁会社設立に関するお知らせ 
 

当社は、８社の共同出資による合弁会社を設立し、「廃アルミ付循環物・回収及び未利用

エネルギー活用事業」を共同展開することについて合意に至りましたので、下記の通りお

知らせします。 

 

記 

１．事業概要について  

⑴経緯 

⊡ 世界的な人口増加や資源制約が生じる中、持続的な社会成長を維持するために、既

存の石油資源に代わる新しい「再生可能エネルギーの確立」等が求められています。 
 

⊡ そのような中、国内では、東日本大震災を契機に、社会的にもエネルギーの安定供

給への関心が高まっており、また、従前に廃棄していた大量の「アルミ端材等の再

利用」を望むメーカー工場や、家庭から排出され埋め立てられていた「アルミ包装

容器等の一般廃棄物の有効活用」を望む住民や自治体等のニーズも増加しています。 
 

⊡ 従前より廃棄または有価回収されていた廃アルミ付循環物から、複数の高付加価値

資源や、未利用エネルギー資源を活用するビジネスモデルを構築し、新規市場を開

拓する画期的な事業を目指すことといたしました。 
 

⑵目的 

⊡ 本事業の潜在的な国内市場は、最低でも一千億円規模、実質的には数千億円規模に

上ると推定され、回収アルミから高効率的に水素発生と発電を行い、今後到来する

と考えられる水素社会においても有望な事業であると考えられます。 
 

⊡ 今後の潜在市場における事業化の実現性が高いと見込まれ、要となる技術実証とプ

ラント設計などを当初の優先的目標として、資源の再生可能な社会の構築に貢献す

るとともに、地球環境に配慮した事業貢献をはかってまいります。 
 

＜事業化のイメージ図＞ 
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２．合弁会社について  (設立登記時の予定) 
商号 アルハイテック株式会社 (英文名:  Alhytec Inc.) 

所在地 富山県高岡市 

代表者の役職・氏名 綿貫 勝介(代表取締役社長) 

設立年月日 平成 25 年 10 月登記完了予定 

資本金 ２億円  

出資比率 

トナミホールディングス㈱49%、㈱スギノマシン 15% 

日本フイルコン㈱10%、朝日印刷㈱6%、名古屋製紙㈱5% 

㈱ミツウロコ 5%、㈱北陸銀行 5%、㈱タカギセイコー5% 

事業内容 

ｴﾈﾙｷﾞｰ及び資源ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑの研究・開発並びに技術提供 

ｴﾈﾙｷﾞｰ及び資源ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑの企画・販売及びﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

ｴﾈﾙｷﾞｰ及び資源の再生・再生資源物の販売、発電事業・電気供給事業 等
 

【出資企業(8 社)】 
出 資 企 業 所 在 地 代  表  者 

トナミホールディングス㈱ 〒933-8788 富山県高岡市昭和町 3-2-12  綿貫  勝介 

㈱スギノマシン 〒937-8511 富山県魚津市本江 2410 番地 杉野  太加良 

日本フイルコン㈱ 〒206-8577 東京都稲城市大丸 2220 番地 渡邉  岳敏 

朝日印刷㈱ 〒930-0084 富山県富山市大手町 3 番 9 号  濱    尚 

名古屋製紙㈱ 〒463-0070 愛知県名古屋市守山区新守山 2202 保井  正純 

㈱ミツウロコ 〒101-8972 東京都千代田区外神田 4-14-1 田島  晃平 

㈱北陸銀行 〒930-8637 富山県富山市堤町通り 1 丁目 2-26 庵   栄伸 

㈱タカギセイコー 〒933-8628 富山県高岡市二塚 322 番地の 3 笠井  千秋 

 

 

３．今後の業績見通しについて 

当社は今回の合意に基づき、設立手続きを進めてまいりますが、当該事業により、当

期の業績見通しに変更はございません。 

 

 

 

 

以上 


